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（1）地質調査概要

1.1 今回調査
今回実施した地質調査（平成31年3月から現地着手）の内容を表-1.1、-1.2に示

す。
また地下水位の変動観測として、ボーリング孔5孔およびラムサウンディング試験

孔1孔を地下水観測孔として使用した。

２．地形・地質概要

岩国市は山口県の東端に位置しており、南北に延びる形で北は中国山地、南は瀬

戸内海に接する。調査地は岩国市の南西端付近に位置する市街地にあたる。

調査地周辺の地形は、岩国市を南東方向へ流下する錦川の河口に発達した三角洲

低地とその低地を三方から取り囲む頂部標高300m程度までの低山性山地からなる。

調査範囲は、図-2.1に示すとおり、三角洲内に突出する島状山地とそれに接する三

角洲低地（沖積低地面）に位置する。地質は広島花崗岩類（岩国花崗岩）の分布域

にあたり、岩相は粗粒黒雲母花崗岩を主体とする。また、調査地の西側には南西方

1/5万地質図幅（大竹・岩国：産業技術総合研究所地質図NAVIに追記）

表-1.1 今回地質調査項目と目的（現地調査）

１. 地質調査の内容

内訳 目的

岩石の密度試験 　6箇所　（計76回） 岩盤の密度の把握

岩石の一軸圧縮試験 　6箇所　（計65回） 岩盤の圧縮強度の把握

岩石の引張強さ試験 　6箇所　（計65回） 岩盤の引張り強度の把握

岩石の超音波速度試験 　6箇所　（計65回） 岩盤の超音波速度（P波、S波）の把握

顕微鏡観察 　4箇所　（計15回） 岩石組織の状態の把握

土粒子の密度試験 　2箇所　（計8回） 土粒子の比重の把握

土の湿潤密度試験 　2箇所　（計9回） 土の湿潤密度、乾燥密度の把握

土の含水比試験 　2箇所　（計8回） 土の含水比の把握

土の粒度試験 　2箇所　（計8回） 土の粒度分布の把握

土の段階載荷による圧密試験 　2箇所　（計8回） 土の圧密特性の把握

土の圧密排水（ＣＤ）三軸圧縮試験 　2箇所　（計8回） 土の強度特性（ｃ、φ）の把握

室
内
岩
石
試
験

室
内
土
質
試
験

項目

表-1.2 今回地質調査項目と目的（室内岩石・土質試験）

1.2 既往調査
既往調査として平成12年度と14年度でトンネル坑口付近において地質調査を実施

している。調査内容を表-1.3、-1.4に示す。

表-1.3 既往地質調査項目と目的（現地調査）

内訳 目的

　9箇所　（掘削延長462m） コアの採取と地盤の評価

標準貫入試験 　5箇所　（計69回） 地盤の締まり程度の把握

孔内水平載荷試験 　5箇所　（計43回） 地盤の変形特性の把握

透水試験 　2箇所　（計9回） 地盤の透水性の把握

湧水圧試験 　5箇所　（計26回） 地盤の透水性の把握

速度検層 　5箇所　（計5回） 地盤の速度分布（地盤構造）の推定

密度検層 　2箇所　（計2回） 地盤の密度の把握

　8箇所 盛土層の分布、層厚の確認

　5箇所 地盤の速度分布（地盤構造）の推定

　1測線　（測線延長480m） 地盤の速度分布（地盤構造）の推定

項目

ボーリング

原位置試験

ラムサウンディング試験

微動アレイ探査

弾性波探査

内訳 目的

　5箇所　（掘削延長147ｍ） コアの採取と地盤の評価

標準貫入試験 　5箇所　（計37回） 地盤の締まり程度の把握

孔内水平載荷試験 　1箇所　（計2回） 地盤の変形特性の把握

湧水圧試験 　1箇所　（計1回） 地盤の透水性の把握

速度検層 　1箇所　（計1回） 地盤の速度分布（地盤構造）の推定

　2測線　（延長280ｍ） 地盤の速度分布（地盤構造）の推定

原位置試験

項目

ボーリング

弾性波探査

内訳 目的

岩石の一軸圧縮試験 　3箇所　（計6回） 岩盤の圧縮強度の把握

岩石の超音波速度試験 　3箇所　（計6回） 岩盤の超音波速度（P波、S波）の把握

土粒子の密度試験 　1箇所　（計2回） 土粒子の比重の把握

土の含水比試験 　1箇所　（計2回） 土の含水比の把握

土の粒度試験 　1箇所　（計2回） 土の粒度分布の把握

項目

室内
土質
試験

室内岩

石試験

表-1.4 既往地質調査項目と目的（室内岩石・土質試験）

-1-



①リニアメント【L1～L2】
第四紀断層（活断層）
右横ずれ河川・尾根

⑩リニアメント

⑨リニアメント

⑥リニアメント
【L3】

⑤リニアメント

⑧リニアメント
（不明瞭）

⑦リニアメント
（不明瞭）

④リニアメント

②リニアメント

③リニアメント

谷の右屈曲
（住宅地造成
前）

鞍部

計画ルート

線状模様（リニアメント）の確実度（桑原,1987）
【L1】：地質構造を反映していると思われる線状模様のうち、ごく最近（第四紀程
度）の変位を示す地形である確からしさの最も高いもの。具体的には、変位基準とな
る地形が明確なもの。すなわち、線状模様の両側の尾根、谷、地形面がごく最近まで
ひと続きであったことが明らかに判り、それが線状模様によって系統的に変位してい
るもの。
【L2】：L1に準じ、変異を示す地形である確からしさのやや高いもの。すわなち、段
丘などの明瞭な変位基準が無いために、確実度は低いが、尾根や谷が横ずれ様に配列
していたり、直接的な低断層崖と思われる地形があって、変位の向きは確定できるが、
両側の地層面が異なるなど、ごく最近の変位地形であることが不明瞭な変状模様。
【L3】：L2に準じ、変位を示す地形である確からしさの最も低いもの。すなわち最も
不明瞭なもので、変位地形も見られる地形をもつが、変位の向きが不明瞭であったり、
他の原因も考えられるもの。
【非活断層】：線状模様としては判読はされるが、変位を示す地形である確からしさ
が認められ難く、他の要因に起因する可能性が極めて高いもの。

国土地理院HP傾斜量図に、室の木団地開発前の空中写真（1/8,000～1/10,000）を用いて地形判読を実施した結果を投影
使用空中写真 USA-M144-A-4-42, USA-M144-A-4-43, MCG627-C18-10, MCG627-C18-11､

図-2.2 リニアメント地形判読図

【判読結果】
・1/8,000～1/16,000程度の空中写真を用いて詳細地形判読を実施
した。判読にあたっては土木研究所「活断層地形要素判読マニュ
アル（H18.3）」に基づいて判読した。
・判読範囲内のうち、最も西側のリニアメント①は系統的な右横
ずれ地形が判読され、L1～L2相当と判定する（都市圏活断層図
「岩国」の岩国断層と一致する）。
・トンネルが位置する山体で、最も西側に位置するリニアメント
⑥では、尾根・谷の大きな右屈曲が確認されるが、系統的でなく
他に変位地形も確認されないことから、L3相当と判定する。
・その他のリニアメントは、鞍部と直線谷からなり、横ずれ等を
示す断層変位地形が確認されないため、非活断層と判定する。特
に山手トンネル線形に係るリニアメント⑦,⑧は不明瞭となる。

空中写真地形判読
(１/8,000～1/16,000程度)

国土地理院HP傾斜量図に、室の木団地開発前の空中写真（1/8,000～1/16,000程度）を用いて地形判読を実施した結果を投影
使用空中写真 USA-M144-A-4-42, USA-M144-A-4-43, MCG627-C18-10, MCG627-C18-11,USA-R527-1-35,USA-R527-1-36

2.1 リニアメント詳細判読結果
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弾性波探査（K測線）L=100m

I0

I180K0

K100

BNo.3

BNo.4

BNo.5　

BNo.6

93 92

91

90

89

94

L=65.0m

微動アレイ探査 A-1

微動アレイ探査 A-2

R1-No.4
L=53.0m ∠50°

(別孔:R1-No.1')　※地下水位観測孔
L=60.0m（別孔L=21.0m）

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)

R1-No.2　※地下水位観測孔

L=66.0m

L=41.0m

L=70.0m R1-No.6

R1-No.3　※地下水位観測孔

dt

dt

dt

dt

dtBa

Ba

Ba

Ba

Ba

Ba
弾性波探査（I測線） L=180m

a

Gr

Gr

Gr

Gr

R1-No.8　※起振孔
L=10.0m

H30-No.5　※地下水位観測孔
L=70.0m 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)

L=88.0m ∠22°

微動アレイ探査 A-3

微動アレイ探査 A-4

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-2　※地下水位観測孔

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-3

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-1

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-4

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-5

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-6 ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-7

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-8

dt

dt

R1-No.7

微動アレイ探査 A-5

L=9.0m

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)
R1-No.9　※起振孔

(別孔L=7.0m)

Ba

弾性波探査（R1-DS1）
L=480m

L=14.0m

L=29.0m

L=36.0m

L=30.0m

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(平成12)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(平成12)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(平成12)
L=9.00m

L=17.00m

L=21.94m

L=10.74m

L=23.63m

L=13.73m

L=13.47m

L=24.40m

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元）

ボーリング(平成30)

BPNo.14-4
L=38.0m

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(平成14)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(平成12)

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)

（別孔:R1-No.2'）

R1-No.1　※地下水観測孔

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(令和元)

(平成14)

(令和元)

(平成14)

DS1-0

DS1-480

調査位置平面図

Ｎ

0 20 40 60 80 100m

３.調査位置

地 質 構 成 表

年代 地層名 記号 記事

盛土 Ba 造成時の盛土。切土のマサや岩塊よりなる。

沖積層 a
河川沿いの平地、山地部の谷底平坦部に分布する

堆積物。礫、砂、粘性土よりなる。

新

崖錐堆積層 dt 山裾や谷部に分布する｡礫、砂、粘性土よりなる。

Gr

調査地周辺の基盤岩。露頭ではＤ級が優勢であ

るがトンネル起終点付近ではＣ級岩盤も一部認白亜紀 広島花崗岩

められる。

生

代

第

四

紀

中

生

代

完

新

世

【記号凡例】

:ボーリング位置

:ラムサウンディング

・微動アレイ探査（アレイ範囲）

・微動アレイ探査（地震計設置位置）

・弾性波探査測線

・弾性波探査（受振ピック位置）

ボーリング(○○)
〇〇-〇〇 ボーリング孔番号

L=〇〇m　∠〇〇°

調査深度

角度(斜掘りのみ)

【旗上げ凡例】

ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ S-〇 ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ地点番号

L=〇〇m　 調査深度

【道路計画線凡例】

:トンネル

微動アレイ探査 A-○ 微動アレイ探査地点番号

S=1:2000

⇒

至広島⇒

至柳井

(　)内は実施年度

本調査地には基盤の花崗岩と山裾や谷部に堆積する崖錐堆積層ならびに河川沿岸部の低

地面に沖積層が分布している。また、宅地造成面の谷埋め部では盛土が分布する。

資料中における造成範囲については、昭和45年当時の岩国

市都市計画図及び空中写真、旧地形地表踏査等により推測。
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４. 地質調査の目的と妥当性

調査年度 調査目的 調査の妥当性

R1-No.1　（L=60.0m） 令和元年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（基盤岩内）の把握。ラムサウンディング結果の検証。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。
・地下水観測孔仕上げ（基盤岩内水位確認）とし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能。　（浸透流解析精度
向上）

R1-No.1’（別孔）　（L=21.0m） 令和元年度
盛土材の物性値を把握するため試験用サンプル採取（沈下解析）、
孔内水位（盛土内）の把握。

・沈下解析に必要な盛土材の物性値の確認が可能。
・地下水観測孔仕上げ（盛土内水位確認）とし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能。　（浸透流解析精度向
上）

R1-No.2　（L=65.0m） 令和元年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（基盤岩内）の把握。ラムサウンディング結果の検証。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。
・地下水観測孔仕上げとし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能。　（浸透流解析精度向上）

R1-No.2’（別孔）　（L=7.0ｍ） 令和元年度
盛土層の物性値を把握するため土質試験用サンプル採取（沈下解
析）。

・土質試験による沈下解析に必要な盛土の物性値の確認が可能。

R1-No.3　（L=66.0ｍ） 令和元年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（基盤岩内）の把握。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。
・地下水観測孔仕上げとし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能。　（浸透流解析精度向上）

R1-No.4　（L=52.0ｍ）　斜掘り50° 令和元年度
【山地内】　既存弾性波探査による低速度帯（破砕帯）の分布と性状
把握。孔内水位（基盤岩内）の把握（瞬間水位）。

・既往調査で想定された低速度帯の詳細確認が可能。→※低速度帯は認められず。

H30-No.5　（L=70.0m） 平成30年度
【山地内】　基盤岩の岩級区分・状態。孔内水位（基盤岩内）の把
握。

・切土区間の圧密変形沈下解析に資する基礎データが確認可能。
・地下水観測孔仕上げとし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能。　（浸透流解析精度向上）

R1-No.6　（L=41.0ｍ） 令和元年度
【造成面】　基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位（基盤岩）の把握（瞬
間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。弾性波探査終点部の地盤情報として利用。

R1-No.7　（L=88.0m）　斜掘り22° 令和元年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（盛土内）の把握（瞬間水位）。

・解析横断面の地盤モデルに反映が可能。（地盤モデル作成の精度向上）

R1-No.8　（L=10.0m) 令和元年度
【山地内】基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位（基盤岩）の把握（瞬
間水位）。

・重錘落下による地表面に加えて弾性波孔内起振用（起点側）として活用し、弾性波速度分布確認が可能。

R1-No.9　（L=9.0m) 令和元年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（盛土内）の把握（瞬間水位）。

・重錘落下による地表面に加えて弾性波孔内起振用（終点側）として活用し、弾性波速度分布確認が可能。

BNo.3　（L=36.0m） 平成12年度
【山地内】基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位（基盤岩）の把握（瞬
間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。トンネル終点側坑口の地盤情報確認が可能。

BNo.4　（L=30.0m） 平成12年度
【造成面】　盛土-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位
（盛土内）の把握（瞬間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。トンネル終点側坑口の地盤情報確認が可能。

BNo.5　（L=29.0m） 平成12年度
【山地内】　基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位（基盤岩）の把握（瞬
間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。トンネル起点側坑口の地盤情報確認が可能。

BNo.6　（L=14.0m） 平成12年度
【山地内】　基盤岩の岩級区分・状態、孔内水位（基盤岩）の把握（瞬
間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。トンネル起点側坑口の地盤情報確認が可能。

BPNo.14-4　（L=38.0m） 平成14年度
【谷底面（崖錐堆積面）】　崖錐-基盤境界、基盤岩の岩級区分・状
態、孔内水位の把握（瞬間水位）。

・ボーリングにより深度方向の地質、地層確認が可能。トンネル終点側に分布する崖錐堆積層の確認が可能。

ラムサウンディング
8箇所　（S-1～S-8）
（内、S-2を地下水位観測孔仕上げ）

令和元年度
【造成面】　盛土分布の把握（ボーリングの補完）。地下水位の把
握。

・盛土層の分布、層厚の確認が可能。
・解析横断面の地盤モデルへの反映による精度向上。
・ボーリングによる標準貫入試験（N値）とラムサウンディング結果（Ｎd値）の比較によるキャリブレーションが可能。
・微動アレイ探査結果との比較によるキャリブレーションが可能。
・盛土最厚部地点を地下水観測孔仕上げとし、浸透流解析に資する地下水位情報が取得可能　（浸透流解析精度向
上）。→S-2地点：令和2年1月末～令和2年9月下旬まで地下水位計測。

微動アレイ探査 5セット（A-1～A-5） 平成30年度
【造成面】　盛土分布の把握。盛土、切土のS波速度構造（地層分
布）の把握。ボーリング、弾性波探査の補完。

・S波速度計測による盛土、地山の速度構造（地層分布）の把握が可能。
・解析横断面の地盤モデルへの反映による精度向上。
・トンネル直上に測線配置（A-4測線、A-5測点）し、③高密度弾性波探査の補完として実施する。また、弾性波探査との
検証を行い、地質縦断図（地層線、弾性波探査速度）を作成。

R1-DS1測線　（L=450ｍ） 令和元年度
トンネル一般区間（主に造成面）の地山分類、盛土層境界部の地層
境界の検証。

・ボーリングと組み合わせて、トンネル縦断方向の地質構造の推測が可能。
・室内試験・原位置試験と組み合わせて、亀裂係数や準岩盤強度を設定可能。各解析の精度向上。
・坑口部起振孔発破により深部の弾性波速度が確認可能。トンネル中央部は起振孔からの距離が遠くなり探査精度が
悪くなるため、中央部の住宅地は重錘落下により、地表から浅い位置で盛土境界部の確認が可能。

Ｉ測線　（L=180m） 平成14年度
トンネル起点側（坑口から一般区間（造成面境界まで）の地山分類、
地層境界の検証。

・ボーリングと組み合わせて、トンネル縦断方向の地質構造の推測が可能。

K測線　（L=100m） 平成14年度
トンネル終点側（坑口から一般区間（造成面境界まで）の地山分類、
地層境界の検証。

・ボーリングと組み合わせて、トンネル縦断方向の地質構造の推測が可能。

青文字 ：地下水位観測孔仕上げ箇所

調査内容

弾性波探査

ボーリング調査
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花
崗
岩

-2.50m

0.00m

-10.00m

強風化層。脆い。

風化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア。
全般に亀裂が多い。

ボーリングR1-No.8 (令和元年度)
（弾性波探査の起振孔※起点側）
・掘進長：10.00ｍ
・孔口標高：27.59ｍ

-0.90m緩い砂質土。 砂質土表土

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

図-5.1 ボーリングコア写真（R1-No.8,BNo.5,BNo.6）

ボーリングBNo.5 （平成12年度）
・掘進長：29.00ｍ
・孔口標高：46.47ｍ

花
崗
岩

-22.50m

0.00m

-29.00m

強風化層。脆い。

風化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア。
全般に亀裂が多い。

-1.50m緩い砂質土。 表土 礫混じ
り土

-5.00m

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂あり、変質を受けて
いる。

花
崗
岩

0.00m

-14.00m

風化が進み岩質は軟
質。
固結状コア。
深度方向に硬く
なる。

-1.00m緩い砂質土。 表土 砂質土

-10.20m

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂が多い。

ボーリングBNo.6 （平成12年度）
・掘進長：14.00ｍ
・孔口標高：31.76ｍ

トンネル断面
※投影

トンネル断面
※投影

５.ボーリング結果（コア写真）
ボーリングコア写真を起点側の調査箇所より示す。

鉛直掘削
鉛直掘削鉛直掘削

-5-



盛
土

礫
混
じ
り
砂
質
土

崖錐 砂質土

花
崗
岩

-19.85m

0.00m

-21.00m
-21.60m

-29.15m

-60.00m

造成時の谷埋め土。
玉石、礫が不均一に
混入する砂質土。

渓床堆積物

強風化層

岩質は中硬程度。
低角度亀裂が発達。

岩質は硬い部分が優
勢。
亀裂は低角度が優勢。
部分的に高角度亀裂
があり、やや変質を受
けている。

ボーリングR1-No.1 （令和元年度）
・掘進長：60.00ｍ
・孔口標高：68.08ｍ

トンネル断面
※投影

図-5.2 ボーリングコア写真（RI-No.4,R1-No.7,R1-No.1）

花
崗
岩

-35.43m（46.25m）

-20.64m（26.95m）

-40.60m（53.00m）

岩質は硬～非常に硬。
低角度亀裂が優勢。

ボーリングR1-No.4 （令和元年度）
・掘進長：53.00ｍ（斜掘り：50°）
・孔口標高：49.26ｍ

-0.31m（0.40m）緩い砂質土。

-4.44m（5.80m）

強風化層。
コアは半固結状
で脆い。

砂質土

風化を受け岩質は軟質。

岩質は中硬～硬。
低角度亀裂が優勢。
弱く褐色風化を被る。

表土

盛
土

礫
混
じ
り
砂
質
土

表土 砂質土

花
崗
岩

-9.44m（25.20m）

0.00m 鉛直方向-m （ ）内、斜掘進長

-9.90m（26.42m）

-15.50m（41.39m）

-32.97m（88.00m）

造成時の谷埋め土。
玉石、礫が不均一に
混入する砂質土。

旧地表の緩い土砂

やや風化しているが岩
質は硬い。
亀裂は低角度が優勢。

岩質は硬い部分が優
勢。
亀裂は低角度が優勢。

ボーリングR1-No.7 （令和元年度）
・掘進長：88.00ｍ （斜掘り：22°）
・孔口標高：70.17ｍ

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

-21.22m（56.65m）

風化が進み岩質は軟
質。
半固結～岩片状コア。

0.00m 鉛直方向-m （ ）内、斜掘進長

岩質は硬い部分が優
勢。
亀裂は低角度が優勢。

-44.80m

岩質は非常に硬い部
分が優勢。
亀裂は低角度が優勢。

-6.19m（8.08m）

鉛直掘削 斜め掘削 斜め掘削

トンネル断面
※投影
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盛
土

礫
混
じ
り
砂
質
土

花
崗
岩

-7.00m

0.00m

-11.40m

-20.00m

-26.00m

-65.00m

造成時の谷埋め土。
礫が不均一に混入す
る砂質土。

強風化層。コア
は半固結状で脆
い。

風化が進み岩質は軟
質。
固結状から岩片状コ
ア。全般に亀裂が多
い。

岩質は硬い部分が優
勢。
亀裂は低角度が優勢。
部分的に高角度亀裂
があり、変質を受けて
いる。

やや風化しているが
岩質は硬い。
低角度亀裂が優勢。
部分的に高角度亀裂
あり。

花
崗
岩

0.00m

-21.50m

-30.70m

-66.00m

造成時の盛土。

やや風化しているが
岩質は硬い。
低角度亀裂が発達。

亀裂が発達し岩質は
やや軟質。
亀裂は低角度が優勢
であるが、所々、高角
度亀裂があり熱水変
質を受けている。
46.04～48.28ｍ間は
石英脈が入る。

0.80m 盛土 砂質土

7.90m

強風化層。コアは
半固結状で脆い。

風化が進み岩質は軟
質。
固結状から柱状コア
に採取。
全般に亀裂が多い。

-42.98m

亀裂が発達し岩質は
やや軟質。
低角度亀裂が優勢で
あるが、所々高角度
亀裂があり熱水変質
を受けている。

-63.64m

岩質はやや風化して
いるが硬い。

ボーリングR1-No.2 （令和元年度）
・掘進長：65.00ｍ
・孔口標高：73.50ｍ

ボーリングR1-No.3 （令和元年度）
・掘進長：66.00ｍ
・孔口標高：73.66.ｍ

トンネル断面
※投影

トンネル断面
※投影

図-5.3 ボーリングコア写真（RI-No.2，R1-No.3，H30-No.5）

花
崗
岩

-8.00m

0.00m

-14.30m

-23.70m

-70.00m

強風化層。コアは半固
結状で脆い。

風化が進み岩質は軟質。
固結状から岩片状コア。
全般に亀裂が多い。

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂は低角度が優勢。
部分的に高角度亀裂が
あり、変質を受けている。

やや風化しているが岩
質は硬い。
亀裂は低角度が優勢。

ボーリングH30-No.5 （平成30年度）
・掘進長：70.00ｍ
・孔口標高：78.97ｍ

表土-0.40m緩い砂質土。 砂質土

トンネル断面
※投影

鉛直掘削 鉛直掘削 鉛直掘削
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ボーリングBPNo.14-4 （平成14年度）
・掘進長：38.00ｍ
・孔口標高：51.49ｍ

ボーリングR1-No.6 （令和元年度）
・掘進長：41.00ｍ
・孔口標高：.43.55ｍ

花
崗
岩

0.00m

-9.89m

-37.00m

-41.00m

盛土-1.05m造成時の盛土。

-5.33m

風化が進み岩質は軟
質。
固結～柱状コア。

やや風化しているが岩
質は硬い。亀裂あり。

礫混じり
土砂

岩質は風化を受け、や
や軟質な部分もあるが
全般に硬い。
低角度亀裂が優勢で
ある。所々高角度亀裂
があるが、変質は弱い。

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂は低角度が優勢。

トンネル断面
※投影

図-5.4 ボーリングコア写真（BPNo.14-4、R1-No.9、R1-No.6）

花
崗
岩

0.00m

-38.00m

崖錐

-3.50m

谷底面の堆積土砂。

岩質は風化を受け、や
や軟質な部分が多く部
分的に硬い。
全般に水平亀裂が発達
する。所々、高角度亀裂
あり。
破砕質で岩質は軟質。

礫混じり
砂～ｼﾙﾄ

花
崗
岩

-2.55m

0.00m

-9.00m

ボーリングR1-No.9 （令和元年度）
（弾性波探査の起振孔※終点側）
・掘進長：9.00ｍ
・孔口標高：45.42ｍ

礫混じり
土砂

※トンネル計
画高さまでの
掘削なし。

盛土造成時の盛土。

強風化層 -3.44m

やや風化しているが岩
質は硬い。
低角度亀裂が優勢。

トンネル断面
※投影

鉛直掘削 鉛直掘削

鉛直掘削
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図-5.5 ボーリングコア写真（BNo.4、BNo.3）

花
崗
岩

0.00m

-8.65m

-30.00m

盛土
マサの盛土。
緩い。

-7.80m
強風化層。

岩質はやや風化して
いるが硬い。
低角度亀裂が優勢。

礫混じり
土砂

岩質は全般に硬質。
亀裂が発達。
低角度亀裂が優勢。
所々高角度亀裂あり。

トンネル断面
※投影

風化層。 -9.00m

-14.05m

ボーリングBNo.4 （平成12年度））
・掘進長：30.00ｍ
・孔口標高：45.42ｍ

花
崗
岩

0.00m

-36.00m

表土緩い土砂。

-4.00m

強風化層。
コアは脆い。

砂質土

岩質は全般に硬質。
低角度亀裂が発達す
る。部分的に高角度
亀裂あり。
下端は風化を受け褐
色を帯びる。

-14.90m

0.50m

風化を受け岩質は軟
質。
固結状から柱状コア
に採取。

-23.45m

岩質はやや風化して
いるが硬い。
低角度亀裂が優勢。

トンネル断面
※投影

ボーリングBNo.3 （平成12年度）
・掘進長：36.00ｍ
・孔口標高：51.12ｍ 鉛直掘削 鉛直掘削
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６．ボーリングとラムサウンディング試験の結果について（地山境界）

本調査では地山と盛土の境界の把握を目的としてラムサウンディング試験を実施した。
ラムサウンディングS-5とS-4の地山境界について、近接のボーリング（R1-No.1、R1-No.2）での地山境界と比較した結果、図-6.2に示すようにラムサウンディング試験での
打ち込みが困難となる付近（Ｎd値40程度以上）が概ね地山の境界と判断され、ボーリングで確認された地山境界と整合のある結果であった。ラムサウンディング試験により、
盛土と地山との境界の確認は行えており、ラムサウンディング結果は地質断面図作成の際の補完データとして使用する。
また、ラムサウンディング試験のＮｄ値と標準貫入試験のＮ値には≒の相関があるとされているが、上記2箇所の近接実施箇所については図-6.1に示すように相関係数が
0.282、0.249といずれも低い相関であった。原因としては、盛土が礫、玉石を不均一に混入する不均質な地盤であることから、試験実施位置のズレ（R1-No.1とS-5で約3.6m、
R1-No.2とS-4で約4.2m離れている）による影響が生じたものと考えられる。

深度 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞR1-No.1 ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞS-5

GL-ｍ Ｎ値 Ｎｄ値
1 5 5.6
2 18 1.7
3 11 4.7
4 11 21.1
5 21 21.3
6 5 50.4
7 3 21.4
8 16 9.8
9 12 19.2
10 11 16.2
11 10 48.9
12 19 15.1
13 12 26.7
14 11 9.6
15 13 15.4
16 12 20.9
17 11 16.6
18 9 15.3
19 7 13.7
20 7 21.1
最大 21 50
最低 3 2
平均 11 19 Ｒ２＝0.0795 相関係数 0.282 相関性は低い

y = -0.7438x + 27.065
R² = 0.0795

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0 5 10 15 20 25

Ｎ
ｄ
値

Ｎ値

深度 ﾎﾞー ﾘﾝｸﾞR1-No.2 ﾗﾑｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞS-4

GL-ｍ Ｎ値 Ｎｄ値
1 5 11.9
2 2 3.0
3 6 3.5
4 0 9.2
5 10 10.6
6 7 7.4
最大 10 12
最低 0 3
平均 5 8

Ｒ２＝0.0622 相関係数 0.249 相関性は低い

y = 0.257x + 6.2982
R² = 0.0622

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

0 2 4 6 8 10 12

Ｎ
d 値

Ｎ値

至
柳
井

至
広
島

図-6.2 ボーリング・ラムサウンディング地山境界比較

図-6.1 Ｎ値とＮｄ値の相関図
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７.ラムサウンディング試験と微動アレイ探査結果 

青：ラムサウンディング 

緑：微動アレイ探査 
※Ｌ字の交点（旗揚げ）がデータ地点 

至

柳
井

至

広
島

●ラムサウンディング結果について 

・ラムサウンディング試験結果（Ｎｄ値）より盛土分布範囲および層厚を確認。 

ボーリングとの対比結果からＮｄ値が漸移的に上昇し、打ち込みが困難となる

付近（Ｎｄ値 40程度）を盛土（崖錐）と地山の境界と判断する。 

●微動アレイ探査結果について 

・微動アレイ探査については、地表（盛土想定）部分について一定の低速度範

囲が確認された。上述のラムサウンディング結果に基づき換算Ｎ値（≒）40 程

度以上となるラインを下図に青線で記入する。 

●両試験結果の評価 

ラムサウンディング試験と微動アレイ探査の隣接実施箇所の調査結果を比較

すると、微動アレイ探査で確認された地山境界が浅くなる傾向である。盛土と

地山境界の評価は実測値であるラムサウンディングの結果を採用する。 
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８．弾性波探査結果

・H14年度に実施した弾性波探査（I 測線、Ｋ測線）と今回のR1-DS1の結果（速度断面図）を図-8.1に示す。
・今回の弾性波探査（R1-DS1）はハギトリ法とトモグラフィ法を併用した。
・ハギトリ法では４層が確認された（第1速度層：盛土・強風化層0.35～0.85km/s程度、第2速度層：基盤岩1.70～2.10km/s程度、第3速度層：基盤岩4.00～4.40km/s程度、第4速度層：基盤岩5.00km/s程度）。
・トモグラフィ法では地表部～トンネル計画以深を0.3～5.5km/sまで段階的に区分した。
・I 測線で分布が予想された低速度帯（断層破砕帯）はボーリング調査で確認されなかった。Ｋ測線の低速度帯（断層破砕帯）はボーリング調査で分布を確認している。
・今回実施したR1-DS1のハギトリ法では新たな低速度帯（断層破砕帯）は確認されなかった。

：弾性波探査測線

図-8.1 速度断面図（弾性波探査）

弾性波探査 R1-DS1測線 （L480m）

※分布が予想された破砕帯は
今回のボーリング調査で確認されなかった。

至

広
島

至

柳
井

※こちらの低速度帯では、既往ボーリング
にて破砕帯の分布を確認している。
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９．地質区分・岩級区分・地山区分

9-1 地層区分

・弾性波探査（トモグラフィ法）の結果及びボーリング調査結果（代表）により盛土および基盤の地層区分（岩級、土軟硬区分）を行った結果、盛土及び崖錐は1.5km/s未満、基盤岩は４層の速度層に区分

される（強風化層：1.5km/s未満、軟岩Ⅰ：1.2～2.5km/s、軟岩Ⅱ～中硬岩：2.0～4.0km/s、中硬岩：3.5～4.5ｋm/s程度、硬岩：4.5km/s以上程度）。速度と地山分類（岩級、土軟硬区分）の関係を表-9.1に示

す。

・地層区分の判定に用いた、ボーリングデータ及び弾性波速度の抜粋資料を次ページに示す。

表-9.1 弾性波探査と地層・岩級区分（ボーリングコア状況）の関係（本調査地の目安）

出典：「ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説」 （社）全国地質調査業協会連合会、JACIC、平成27年6月、ｐ26、ｐ28、ｐ29抜粋

表-9.2 ボーリングコアの判定基準

表-9.4 ボーリングコア判定における岩級区分のマトリクス表
（本調査地の目安）

コア形状 割れ目 N値 Ａ Ｄ Ｅ

a

b

a

b B ＣＨ

c ＣＨ ＣＭ

a

b ＣＨ ＣＭ

c

d ＤＨ

b ＤＨ

c ＤＨ

c ＤＨ

＞50/15 ＤＨ
＜50/15 ＤＭ
＞50/15 ＤＨ
30～50/15 ＤＭ DL
30～50/15 ＤＭ DL
＜30 ＤＬ DL

Ⅶ d DL

ただしＤ級については 　Ｎ＜30はＤＬ
　30～50/15はＤＭ
　Ｎ＞50/15はＤＨ級とする

d

Ⅴ
d

Ⅱ

Ⅳ

Ⅵ
c

Ⅲ
ＣＭ

ＣＭ

Ｂ Ｃ

B

B ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ
Ⅰ

B

ＣＬ

ＣＬ
ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ ＣＭ

ＣＬ

表-9.3 岩級区分判定の目安（例）

出典：「ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説」（社）全国地
質調査業協会連合会、JACIC、平成27年6月、ｐ34、35抜粋
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9.2 地層区分におけるボーリングコアと速度の関係

・弾性波探査測線に近接する、ボーリングデータと弾性波速度を下記に示す。

ボーリング柱状図

同一断面での
弾性波速度

ボーリング柱状図

同一断面での
弾性波速度

盛
土

礫
混
じ
り
砂
質
土

崖錐 砂質土

花
崗
岩

DH～CL

-19.85m

0.00m

-21.00m

-21.60m

-29.15m

CM～CH

-60.00m

B

造成時の谷埋め土。玉石、
礫を不均一に混入する砂質
土。

渓床堆積物

強風化層

岩質は中硬程度。
低角度亀裂が発達。

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂は低角度が優勢。

ボーリングR1-No.1
・掘進長：60.00ｍ
・孔口標高：68.08ｍ

トンネル断面
※投影

CH～B

-44.80m

岩質は硬い部分が優勢。
亀裂は低角度が優勢。部分
的に高角度亀裂があり、変
質を受けている。

花
崗
岩

0.00m

-26.95m

-53.00m

岩質は非常に硬い部分が優
勢。
亀裂は低角度が優勢。

ボーリングR1-No.4
・掘進長：53.00ｍ（斜掘り：50°）
・孔口標高：49.26ｍ

-0.40m緩い砂質土。

-5.80m

強風化層。
コアは半固結状で脆い。

Ｄ

砂質土

風化を受け岩質は軟質。

岩質は中硬～硬。
低角度亀裂が優勢。
弱く褐色風化を被る。

表土

-46.25m

岩質は硬～非常に硬。
低角度亀裂が優勢。

DH～CL
-8.08m

CM～CH

B

CH～B
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１０．微動アレイ探査と弾性波探査の結果

盛土層の分布を確認するために微動アレイ探査を行った。ここでは微動アレイ探査結果を検証するために弾性波探査との比較を行った。比較箇所は弾性波探査R1-DS1と、
そのほぼ測線上で実施している微動アレイA-2について行った。
比較結果としては、両調査ともに地表付近では低い速度が確認されており、概ね同程度の間隔で深度方向への速度変化が生じている。ただし、微動アレイ探査ではGL-
25.0m付近より速度変化が小さくなる。
盛土・崖錐～花崗岩風化層の境界付近は微動アレイ探査と弾性波探査の結果は概ね一致していることから、微動アレイ探査結果は盛土層分布を確認出来ているため、地
質断面図作成の際の補完データとして使用する。

S波0.216km/s

S波0.228～0.225km/s

S波0.401km/s

S波0.617km/s

S波0.787～
0.812km/s

弾性波探査 R1-DS1測線（一部区間）

S波0.784km/s

：弾性波探査測線

(m)

（標高m）

：トンネル計画
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１１．地盤定数の検討方法について

設計および浸透流、変形解析に用いる地盤定数（代表Ｎ値、単位体積重量（γｔ）、粘着力（ｃ）、

せん断抵抗角（φ）、透水係数（ｋ）、変形係数（Ｅ））については、原則として原位置試験、室内土

質・岩石試験が実施出来ている場合はその値（実測値）を採用するが、試験値に異常及び試験の

実施がない場合は、各種基準書や参考資料における推定値と併せて総合的に評価を行う。

以下に各地盤定数の評価方法について要約する。

表-11.1 地盤定数の評価方法

地盤定数 分類 判定評価方針 参考文献 備考

代表Ｎ値
標準貫入試験実
施可能な全地盤

各地層におけるN値ヒストグラムを作成し、異常値等は除

外、代表Ｎ値を決定する。なお、Ｎ値が50を超えるものにつ
いては、ＮＥＸＣＯ（平成24年7月）「設計要領第二集（橋梁
建設編）」P4-7に示されている換算Ｎ値の算出式により評

価した。
　換算Ｎ値＝50（回）×（0.3ｍ／50回打撃時の貫入量ｍ）

- -

砂質土、礫質土
土質試験が行われている場合はその値を採用する。試験
結果が異常値及び試験データがない場合は参考文献より
推定する。

「道路土工　盛土工指針」、（社）
日本道路協会、H22.4ｐ101

参考資料①

基盤岩
土質試験が行われている場合はその値を採用する。試験
結果が異常値及び試験データがない場合は参考文献より

推定する。

「岩盤分類　応用地質特別号」、
日本応用地質学会、S59.8、ｐ93

参考資料②

粘性土、砂質土、
礫質土

土質試験が行われている場合はその値を採用とする。試験

結果が異常値及び、試験データがない場合は参考文献よ
り推定する。

「道路土工　盛土工指針」、（社）
日本道路協会、H22.4、ｐ101

参考資料①

「設計要領第二集　橋梁建設
編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-10

参考資料③

「設計要領第二集　橋梁建設
編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-12

参考資料④

「設計要領第二集　橋梁建設
編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-9

参考資料⑤

砂質土、礫質土
土質試験が行われている場合はその値を採用する。試験
結果が異常値及び試験データがない場合は参考文献より
推定する。

「道路土工　盛土工指針」、（社）

日本道路協会、H22.4ｐ101
参考資料①

ＮＥＸＣＯ、H26.7、「設計要領第
二集　橋梁建設編」、p4-10

参考資料③

ＮＥＸＣＯ、H26.7、「設計要領第

二集　橋梁建設編」、p4-12
参考資料④

「設計要領第二集　橋梁建設
編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-9

参考資料⑤

砂質土、礫質土

原位置試験が行われている場合はその値を採用する。試
験結果が異常及び試験データがない場合は土質試験（粒

度試験）結果より推定式により算出する。

ｋ＝0.036Ｄ20
2.368
･･･クレーガーの式

- -

基盤岩 原位置試験値を採用する。 - -

砂質土、礫質土 原位置試験値を採用する。 - -

「設計要領第二集　橋梁建設

編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-13
参考資料⑥

「設計要領第二集　橋梁建設

編」、ＮＥＸＣＯ、H26.7、p4-13
参考資料⑦

変形係数

粘着力

基盤岩
土質試験が行われている場合はその値を採用する。試験
結果が異常値及び、試験データがない場合は参考文献よ

り推定する。

せん断抵抗角

基盤岩

土質試験が行われている場合はその値を採用する。試験

結果が異常値及び、試験データがない場合は参考文献よ
り推定する。

原位置試験値、岩石試験値を基本として評価を行う。試験
結果が異常値及び、試験データがない場合参考文献より
推定する。

基盤岩

透水係数

単位体積重量
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表-12.1 地盤定数の評価方法
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図-1.1 水文調査（地下水位観測）平面図

至柳井

至広島

（2）水文調査概要

１.水文調査位置

トンネル工事影響の把握および解析検討に用いる地下水位を把握するため水文調査（水位観測）を実施。観測地点位置を以下に示す。

使用雨量データ
岩国土木建築事務所
調査地から約1.0km

アメダス 岩国観測所
調査地から約2.5km

図-1.2 雨量観測所位置図

調査地

●地下水位観測地点

地点名 対象
深　さ
（GL-ｍ）

観測方法

W-R1-No.1 地山水位 60.00

W-R1-No.1’ 盛土内水位 21.00

W-R1-No.2 地山水位 65.00

W-R1-No.3 地山水位 66.00

W-H30-No.5 地山水位 70.00

ラムサウンディング孔 W-S-2 盛土内水位 20.31

※資料のとりめとめ期間はR2年12月まで

自記水位計

R2年2月初旬～R2年9月末（終了）

観測種別 計測期間

地下水位観測
ボーリング調査孔

R2年3月中旬～継続中　（約11ヵ月）

R2年3月中旬～継続中　（約11ヵ月）

R2年9月下旬～継続中　（約4.5ヵ月）

R2年6月下旬～継続中　（約7.5ヵ月）

R1年6月中旬～継続中　（約20ヵ月）

※資料のとりまとめ期間はR2年12月まで
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２.地下水位観測結果（地山水位計測地点）

地山内水位はボーリング孔（R1-No.1、R1-No.2、R1-No.3、H30-No .5）を地下水位観測孔として、
自記水位計を用いて1時間毎の計測を実施。各地点の水位変動と日雨量・実効雨量のハイドログラフ
を以下に示す。なお、降水量データは調査範囲に最も近い岩国土木建築事務所観測局データ（山口県
土木防災情報システム）を用いた。

W-R1-No.1

W-R1-No.2

W-R1-No.3

W-H30-No.5

降雨時の瞬間的な変動は認められず長期的な
変動を示す。観測開始から徐々に水位の上昇が
認められ、2020年7月初旬～中旬での連続降雨
後は概ね1カ月で約1.3m上昇、8月初旬より緩や
かに低下傾向を示す。期間の最大－最低では約
2.5mの水位差。

計測期間では渇水期に向け
て緩やかに低下傾向（約3カ
月で約1.2m低下）。

地盤標高：TP 68.08m
最高：GL-19.50m（TP 48.58m）
最低：GL-21.98m（TP 46.10m）
平均：GL-20.83m（TP 47.25m ）

地盤標高：TP 73.50m
最高：GL-14.77m（TP 58.73m）
最低：GL-15.98m（TP 57.52m）
平均：GL-15.49m（TP 58.01m）

地盤標高：ＴＰ 73.66m
最高：GL-11.76m（TP 61.90m）
最低：GL-16.96m（TP 56.70m）
平均：GL-15.39m（TP 58.27m）

地盤標高：TP 78.97m
最高：GL-10.20m（TP 68.77m）
最低：GL-17.53m（TP 61.44m）
平均：GL-15.61m（TP 63.36m）

降雨時の瞬間的な変動は認めら
れず長期的な変動を示す。2020年7
月初旬の連続降雨最大上昇は
2020年7月初旬～中旬での連続降
雨後は概ね12日間で約3.4m上昇、
7月下旬より緩やかに低下傾向を示
す。期間の最大-最低で約5.2mの
水位差。

観測地点では計測期間が最も長
い。降雨時の瞬間的な変動は認め
られず長期的な変動を示す。
2019年の7月約1カ月の水位上昇
は1.8m程度の上昇であったが、
2020年7月初旬～中旬での連続降
雨後は概ね12日間で約4.5m上昇
した。期間の最低－最高で約
7.3mの水位差。

【地山の地下水位変動について】

観測地点：W-R1-No.1、W-R1-No.2、
W-R1-No.3、W-H30-No.5

地山水位は降雨に伴う瞬間的な
変化は認められず緩やかな変動を
示す。水位の変動傾向（降雨影響
がやや遅れて現れる）は類似して
いる。

＊豊水期6月～10月,渇水期1月～3月

＊実効雨量の条件：逓減係数0.75、累積日数30日とした。

地
下
水
位
（ T

P
m
）
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３.地下水位観測結果（盛土水位計測地点）

盛土内水位はボーリング孔（R1-No.1’）、ラムサウンディング孔（S-2）を地下水位観測孔
として、自記水位計を用いて1時間毎の計測を実施。各地点の水位変動と日雨量・実効雨量のハ
イドログラフを以下に示す。

W-R1-No.1’（別孔）

W-S-2

2020年6月～7月の多雨時（概ね50㎜/日以上）で瞬間的な上下変動が認められ
る（7/6に最大6時間で5.8m上昇）。それ以外での水位変動は緩やかであり、豊水
期の最大上昇は2020年6月初旬以降の連続降雨後、概ね1.5ヵ月で約1.4m上昇。期
間の最大－最低では約7.2mの水位差。

地盤標高：TP 68.08m
最高：GL-10.17m（TP 57.91m）
最低：GL-17.39m（TP 50.69m）
平均：GL-16.53m（TP 51.55m）

地盤標高；TP 73.33m
最高：GL-14.54m（TP 58.79m）
最低：GL-19.71m（TP 53.62m）
平均：GL-18.03m（TP 55.30m）

2020年6月～7月の多雨時に2～3時間での瞬間的な上下動が認められる（7/6に
最大で70cm程度）。それ以外での変動は緩やかであり、豊水期の最大上昇は
2020年6月初旬以降の連続降雨後、概ね1.5カ月で約4.2m上昇。期間の最大－最
低では約5.2mの水位差。
※2020年9月末に自記水位計回収時に不具合が生じ、観測孔（塩ビパイプ）の引
き抜きを行ったため以降の観測は不可。

【盛土の地下水位変動について】

観測地点：W-R1-No.1’、W-S-2
W-R1-No.1’は多雨時（概ね50㎜/日以上）で急激

な上下動を示すのに対し、W-S-2は地山水位変動と似
た緩やかな変動を示す。 W-R1-No.1’は擁壁背面の
盛土のり面に位置し、降雨の浸透が直接的であるのに
対し、W-S-2の位置する団地面は地表が舗装、排水路
等で整備されており、地面への降雨の浸透が制限され
ているためと考えられる。

両地点ともに、豊水期には水位の上昇が確認出来る
が、渇水期に向けて減少し一定水位を保っている状況
である。

※W-R1-No.1よりR側に1ｍの地点

＊豊水期6月～10月,渇水期1月～3月
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４.地下水位観測結果について

全観測地点の地下水位(TP)変動図を重ねたものを図-4.1に示す。

観測地点の位置関係や帯水層の違いから水位分布位置は異なる（図-4.4、-4.5）。各
観測地点毎に水位変化は特徴があり、特に豊水期においては変動幅や変動形態が異なる。
渇水期の定常水位については各地点ともに概ね同様な変動傾向を示している。

【【降水量について】
観測地点の降水量(岩国土木事務所観測局)について過去10年間の月毎の累積変動を図-4.2

に示す。また、令和2年と過去10年間の平均値の月毎グラフを図-4.3に示す。

図-4.1 地下水位（TP）変動図

令和2年の降水量は過去10年の平均と比較し1月～6月は平年並み、7月が2倍程度と
非常に多く、8月以降はやや少ない傾向であったが、年間の累積雨量は平均値程度と
なっている。

図-4.2 月毎雨量累積グラフ

図-4.3 月間降水量グラフ

図-4.4 地下水位観測調査位置図

【定常水位の設定方法】

自記水位計による観測結果より、盛土部及び地山部において豊水期には

降雨の影響により水位が上昇することを確認。
その後、緩やかに減少傾向となっており、渇水期である１月～３月に最

も水位が減少するものと想定。
令和３年３月までの水位の観測を行い渇水期間において分布している水

位を定常水位として設定。

図-4.5 地下水位観測孔位置と地下水位分布イメージ図

1ｍ

＊豊水期6月～10月,渇水期1月～3月
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